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　若子さんは1978年生まれの42
歳。研究者になりたくて京都大学薬
学部を卒業し、京大大学院の修士課
程を修了した。

　しかし、製薬企業の研究職は狭き門で、意中の
外資系製薬企業はタイミングが悪いことに、若子
さんが就職活動を開始する時期に日本での研究拠
点を閉鎖した。海外勤務を望んでおり、研究者に
代わる選択肢として米国で特許弁護士になるとい
う道を考えた。東京で複数の特許事務所からも内
定をもらった。にもかかわらず、海外で薬剤師と
して働くことを選んだ。
　「元々、薬剤師になりたくて薬学部に入学した
わけではなかった」と話す若子さん。卒業後、大
学院で研究しながら調剤薬局とドラッグストアで

アルバイト勤務
した経験もあったが、薬剤師のキャリアを追求し
たい気持ちはなかった。ピッキングなどの調剤業
務に忙殺され、患者に対して形式的な情報提供し
か行えていない薬剤師の存在意義に疑問を持っ
た。薬の知識という専門性を生かすことができる
領域とは思えなかった。
　特許弁護士としてキャリアを歩む直前に、米国

やカナダの薬剤師が社会から尊敬される医療職の
一つで、医師よりも上位にランクインしている事
実を知った。実際に薬剤師業務を経験してみて、
薬剤師にネガティブなイメージを持っていたはず
なのに、北米での薬剤師の社会的地位の高さは大
きな驚きだった。
　インターネット上から薬剤師に関する情報を収
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　カナダの先進事例を日本の薬剤師に伝えたい――。
カナダの薬局「フォートロイヤルファーマシー」に務
める若子直也さんはカナダで８年間、薬剤師としての
経験を積んだ。製薬企業の研究者になるはずの人生は
急転し、薬剤師の存在意義や本質を確かめたくて、海
外で薬剤師になる道を選んだ。カナダの薬剤師はワク
チン接種や禁煙外来療法など医師が実施する仕事を担
い、薬剤師の存在意義は予防と処方の適正化にあるこ
とに気づく。カナダと日本を往復しながら、大学教授
など有識者たちと薬局や薬剤師の活用に関する戦略会
議を主催し、意見を語り合う。そして国会議員になり 
、薬局を取り巻く環境を変えるべく次の総選挙に出馬
を予定している。約31万人の薬剤師が医療の一翼を
担うための社会変革にこれから全力投球する覚悟だ。
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